
最近ある分野外の研究者の方と

議論する機会がありました．その

方がおっしゃるには，母国語で科学に取り組めることがそ

の分野の発展にとって非常に重要であると．昔は翻訳科学

だったけれど，その翻訳という作業が本当の知的格闘で，

外国語で表現されている概念を自分の知っている血の通っ

た言葉に置き換えて体系化していく．確かにこれは本質を

理解していないとできない作業だな，と共感した次第で

す．その昔中国ではインド外来の仏教を理解する際に，自

分達に馴染みのある老荘思想に基づき経典を解釈，漢字に

翻訳したそうです（格義仏教）．そんな仏教や漢字，朱子学

などの中国文化を取り入れ発展させてきた日本では，西洋

の学問を摂取していく中で哲学や窮理学，物理学のような

訳語を生み出してきました．こうした母国語で支えられて

いる日本的な感覚，文化を糧にして，寺田寅彦は物理研究

を推進しました．プラズマ（中国語では等離子体というそ

うです）では多種多様な形が生み出され共存することがよ

くありますが，こうした問題に立ち向かう時にも日本的感

性（霊性）が役に立つのではないかと感じる時があります．

さて，本学会誌では解説記事などの執筆方針として，カ

タカナ語は避けてできるだけ日本語で説明してくださいと

いう方針があったかと思います．和文誌として発刊される

学会誌には，こういったところにもその存在意義があるの

ではないかと思う今日この頃です． （小菅佑輔）
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